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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングに形成されたシリンダ室内に、チェーン押圧用のプランジャと、そのプラン
ジャを外方に向けて押圧するリターンスプリングとを組込み、前記ハウジングにはプラン
ジャの背部に形成された圧力室に連通する給油通路を設け、その給油通路からチェックバ
ルブを介して圧力室に供給される作動油によりプランジャに負荷される押し込み力を緩衝
するようにしたチェーンテンショナにおいて、
　前記ハウジングが、タイミングカバーに対する取付け用のフランジを外周に有する外装
用のものから成り、そのフランジに前記圧力室と外部を連通する圧力逃し通路を形成し、
その圧力逃し通路が、前記フランジの外周面から圧力室に至る段付き孔と、フランジの側
面から段付き孔の大径孔部に至る横孔とから成り、前記大径孔部の開口端部内にプラグを
ねじ込み、そのプラグによって密閉された大径孔部内に、閉塞端を有し、その閉塞端を後
行側として大径孔部内に挿入されるスリーブの開口端部内にプレートを圧入し、そのプレ
ートに前記段付き孔の小径孔部とスリーブの内部を連通する絞り部を設け、前記スリーブ
に、そのスリーブ内部と前記横孔を連通する排油孔を設けたことを特徴とするチェーンテ
ンショナ。
【請求項２】
　前記絞り部がオリフィスからなり、オリフィスの孔径が、φ０．４ｍｍ～φ１．５ｍｍ
からなる請求項１に記載のチェーンテンショナ。
【請求項３】
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　前記プレートが、焼結金属から成り、その連続微細空孔を絞り部とした請求項１又は２
に記載のチェーンテンショナ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、主として、カム軸駆動用のタイミングチェーンの張力を一定に保持するチ
ェーンテンショナに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　タイミングチェーンの張力調整に用いられるチェーンテンショナとして、特許文献１に
記載されたものが従来から知られている。
【０００３】
　上記チェーンテンショナにおいては、ハウジングに形成されたシリンダ室内に、チェー
ン押圧用のプランジャと、そのプランジャを外方に向けて押圧するリターンスプリングと
を組込み、上記ハウジングにはプランジャの背部に形成された圧力室に連通する給油通路
を設け、その給油通路の油出口部にチェックバルブを設け、チェーンからプランジャに押
込み力が負荷された時、チェックバルブを閉じ、圧力室に封入された作動油の油圧ダンパ
作用により上記押込み力を緩衝するようにしている。
【０００４】
　また、ハウジングに、その外周から圧力室に連通するバルブ取付孔を形成し、そのバル
ブ取付孔内にリリーフバルブを組込み、上記圧力室内の圧力がリリーフバルブの設定圧に
達した際に、そのリリーフバルブを開放させ、圧力室内の圧力を外部にリークさせて、チ
ェーンが過張力になるのを防止するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－１７２１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、リリーフバルブを有するチェーンテンショナにおいては、弁孔を開閉するチ
ェックボールや、そのチェックボールを弁孔に向けて付勢するスプリングが作動油の流出
時の流動抵抗となるため、作動油の粘度が高くなる低温時において、作動油をスムーズに
外部に排出させることができず、油圧ダンパ力が高くなってチェーンが過張力になる可能
性があった。
【０００７】
　また、給油通路に送り込まれる作動油には空気が混合しており、その空気が圧力室に送
り込まれると、リリーフバルブの閉鎖状態では、その空気を外部に排出させることができ
ない。このとき、プランジャが押し込まれると、空気が圧縮されることになるため、油圧
ダンパ効果が低減し、チェーンを適正な張力に保持することができないという問題がある
。
【０００８】
　さらに、リリーフバルブは、弁孔を有するバルブシートやチェックボールおよびスプリ
ングからなる部品点数の多い構成であるため、コスト的に不利であるという問題もある。
【０００９】
　この発明の課題は、低温時においてもチェーンを適正な張力調整状態に保持することが
できるようにした部品点数の少ない簡単な構成のチェーンテンショナを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
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　上記の課題を解決するために、この発明においては、ハウジングに形成されたシリンダ
室内に、チェーン押圧用のプランジャと、そのプランジャを外方に向けて押圧するリター
ンスプリングとを組込み、前記ハウジングにはプランジャの背部に形成された圧力室に連
通する給油通路を設け、その給油通路からチェックバルブを介して圧力室に供給される作
動油によりプランジャに負荷される押し込み力を緩衝するようにしたチェーンテンショナ
において、前記ハウジングが、タイミングカバーに対する取付け用のフランジを外周に有
する外装用のものから成り、そのフランジに前記圧力室と外部を連通する圧力逃し通路を
形成し、その圧力逃し通路が、前記フランジの外周面から圧力室に至る段付き孔と、フラ
ンジの側面から段付き孔の大径孔部に至る横孔とから成り、前記大径孔部の開口端部内に
プラグをねじ込み、そのプラグによって密閉された大径孔部内に、閉塞端を有し、その閉
塞端を後行側として大径孔部内に挿入されるスリーブの開口端部内にプレートを圧入し、
そのプレートに前記段付き孔の小径孔部とスリーブの内部を連通する絞り部を設け、前記
スリーブに、そのスリーブ内部と前記横孔を連通する排油孔を設けた構成を採用したので
ある。
【００１１】
　上記のように、圧力逃し通路の一部に絞り部を設けることにより、リリーフバルブを設
ける場合に比較して、作動油の流動抵抗が小さい。このため、作動油の粘度が高くなる低
温時においても、プランジャが押し込まれて圧力室内の圧力が上昇した際、圧力室内の作
動油は外部にスムーズに流出することになり、チェーンが過張力になるというようなこと
はない。
【００１２】
　また、圧力逃し通路は圧力室と外部を常に連通する状態にあるため、空気が混入する作
動油が圧力室に送り込まれたとしても、その空気は圧力室の圧力上昇時に圧力逃し通路か
ら外部に押し出されて排出されることになる。このため、圧力室内での空気の滞留はなく
、油圧ダンパ効果が低減するようなことはない。
【００１４】
　この発明に係るチェーンテンショナのように、フランジに圧力逃し通路を設け、その圧
力逃し通路を、フランジの外周面から圧力室に至る段付き孔と、フランジの側面から段付
き孔の大径孔部に至る横孔とで形成し、上記大径孔部の開口端部内にプラグをねじ込み、
そのプラグによって開口が閉塞された大径孔部内にスリーブを挿入し、そのスリーブの開
口端部内に絞り部としてのオリフィスが形成されたプレートを組込んで、上記プラグの取
外しにより、オリフィスの径が異なる他のプレートと交換可能とすることによって、油圧
ダンパ力を簡単に調整することができ、プランジャの交換によりリーク隙間の大きさを変
更して油圧ダンパ力を調整する場合に比較して、調整が容易である。
【００１６】
　ここで、オリフィスは、その孔径が小さくなり過ぎると、作動油の流動抵抗が増大し、
油圧ダンパ力が高くなってチェーンが過張力になるおそれがあり、また、孔径が大きくな
り過ぎると、油圧ダンパ効果が低減するため、その孔径はφ０．４ｍｍ～φ１．５ｍｍの
範囲とするのが好ましい。
【００１７】
　なお、オリフィスに代えて、プレートを焼結金属で形成し、その連続微細空孔を絞り部
としてもよい。
【発明の効果】
【００１８】
　上記のように、この発明においては、圧力室と外部を連通する圧力逃し通路の一部に絞
り部を設けたことにより、リリーフバルブを設ける場合に比較して、作動油の流動抵抗が
小さいため、作動油の粘度が高くなる低温時においても、プランジャが押し込まれて圧力
室内の圧力が上昇した際に、その圧力室内の作動油を外部にスムーズに流出させることが
でき、チェーンが過張力になるようなことはなく、チェーンを常に適正な張力調整状態に
保持することができる。
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【００１９】
　また、圧力逃し通路にオリフィスを設けた簡単な構成であるため、リリーフバルブを設
ける場合に比較してコスト的に有利であり、しかも、その圧力逃し通路は圧力室と外部を
常に連通する状態にあるため、空気が混入する作動油が圧力室に送り込まれたとしても、
その空気は圧力室の圧力上昇時に圧力逃し通路から外部に押し出されるため、圧力室内で
の空気の滞留はなく、油圧ダンパ効果が低減するようなことはない。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】この発明に係るチェーンテンショナを用いたチェーンの張力調整装置の正面図
【図２】図１に示すチェーンテンショナの縦断正面図
【図３】(Ｉ)は、図２のオリフィスプレートの組込み部を拡大して示す断面図、(II)は、
オリフィスの他の例を示す断面図、（III）は、オリフィスのさらに他の例を示す断面図
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、この発明の実施の形態を図面に基いて説明する。図１は、この発明に係るチェー
ンテンショナを用いたチェーンの張力調整装置を示す。図示のように、クランクシャフト
１の端部に取付けたスプロケット２とカムシャフト３の端部に取付けたスプロケット４間
にはチェーン５がかけ渡され、そのチェーン５の弛み側のチェーン５ａにチェーンガイド
６が接触している。
【００２２】
　チェーンガイド６は、その下端部に設けられた軸７を中心として揺動自在に支持されて
いる。チェーンガイド６の一側方には、そのチェーンガイド６をチェーン５に押し付けて
、チェーン５の張力を一定に保持するチェーンテンショナ１０が設けられている。
【００２３】
　図２に示すように、チェーンテンショナ１０は、タイミングカバー８に形成されたテン
ショナ取付孔９に挿入されるハウジング１１を有し、そのハウジング１１の外周にはタイ
ミングカバー８の外表面にボルト止めされるフランジ１２が設けられている。
【００２４】
　ハウジング１１には、シリンダ室１３が設けられ、そのシリンダ室１３内に摺動可能な
プランジャ１４と、そのプランジャ１４を外方に向けて付勢するプランジャスプリング４
０とが組込まれている。プランジャ１４は、先端が閉塞し、後端が開口する筒状をなし、
その開口部の内周に形成された雌ねじ１５にスクリュロッド１６の外周に設けられた雄ね
じ１７がねじ係合されている。
【００２５】
　スクリュロッド１６の軸心上には、後端部を小径とする貫通孔１８が形成され、その貫
通孔１８の内周の段部１８ａとプランジャ１４の閉塞端間に、先端が球面とされたスプリ
ングシート１９と、リターンスプリング２０とが組込まれ、上記リターンスプリング２０
によって、プランジャ１４とスクリュロッド１６は伸張する方向に付勢されている。
【００２６】
　プランジャ１４の内周の雌ねじ１５とスクリュロッド１６の外周の雄ねじ１７は、プラ
ンジャ１４に負荷される軸方向の押込み力を受ける圧力側フランク２１のフランク角が遊
び側フランク２２のフランク角より大きい鋸歯状とされ、その鋸歯状ねじにリターンスプ
リング２０の押圧によってプランジャ１４とスクリュロッド１６が相対的に回転しつつ伸
張する方向に移動するリード角が設けられている。
【００２７】
　ハウジング１１には、プランジャ１４の背部に形成された圧力室２３に連通する給油通
路２４が形成され、その給油通路２４の圧力室２３側の油出口部にチェックバルブ２５が
設けられている。
【００２８】
　チェックバルブ２５は、シリンダ室１３の閉塞端部に設けられたシート嵌合孔２６に圧
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入されたバルブシート２７と、そのバルブシート２７に形成された弁孔２８を開閉するチ
ェックボール２９と、そのチェックボール２９の開閉量を規制するリテナ３０とからなり
、上記圧力室２３内の圧力が給油通路２４に供給される作動油の供給圧力より高くなると
、チェックボール２９が弁孔２８を閉じるようになっている。
【００２９】
　ここで、バルブシート２７はスクリュロッド１６の後端を受けるロッドシートとしての
機能を主に有し、そのバルブシート２７とスクリュロッド１６の当接面はテーパ面２７ａ
とされている。
【００３０】
　ハウジング１１のフランジ１２には、圧力室２３とタイミングカバー８の内部を連通す
る圧力逃し通路３１が形成されている。圧力逃し通路３１は、フランジ１２の外周面から
圧力室２３に至る段付き孔３２と、フランジ１２のタイミングカバー８と対向する側面か
ら段付き孔３２の大径孔部３２ａに至る横孔３３と、その横孔３３に外端部が連通する径
方向溝３４とからなり、上記大径孔部３２ａの端部開口はプラグ３５のねじ込みによって
閉塞されている。
【００３１】
　図３（Ｉ）に示すように、大径孔部３２ａの内部には、閉塞端を有するスリーブ３６が
、その閉塞端を後側として挿入され、そのスリーブ３６の開口端部に圧入されたプレート
３７に絞り部としてのオリフィス３８が設けられている。
【００３２】
　オリフィス３８の孔径は、φ０．４ｍｍ～φ１．５ｍｍの範囲とされている。プレート
３７は、オリフィス３８の孔径が異なる数種のものが用意されて交換可能とされている。
【００３３】
　スリーブ３６には、その内部と横穴３３を連通する排油孔３９が形成されている。
【００３４】
　実施の形態で示すチェーンの張力調整装置は上記の構造からなり、エンジンを駆動する
と、チェーン５が図１の矢印で示す方向に移動してカムシャフト３が駆動される。また、
図示省略したポンプの駆動によってチェーンテンショナ１０の圧力室２３にエンジンオイ
ル(作動油)が送り込まれる。
【００３５】
　カムシャフト３の駆動状態において、トルク変動によってチェーン５の弛み側チェーン
５ａに弛みが生じると、プランジャ１４が外方向に移動して、給油通路２４から圧力室２
３に供給される作動油が圧力室２３およびスクリュロッド１６の貫通孔１８内に流入する
。
【００３６】
　上記プランジャ１４の外方向の移動によって、そのプランジャ１４はチェーンガイド６
を押圧するため、チェーン５ａの弛みが吸収されると共に、リターンスプリング２０の押
圧により、スクリュロッド１６は回転しつつチェックバルブ２５側に移動してバルブシー
ト２７に当接し、プランジャ１４およびスクリュロッド１６の停止によってチェーン５は
所定の張力に保持される。
【００３７】
　一方、チェーン５が緊張すると、チェーン５およびチェーンガイド６を介してプランジ
ャ１４に押込み力が負荷される。このとき、スクリュロッド１６の貫通孔１８とプランジ
ャ１４の内部に流入している作動油の圧力および圧力室２３内の圧力が高くなるため、チ
ェックバルブ２５は弁孔２８を閉じ、ハウジング１１内に封入された作動油および雌ねじ
１５と雄ねじ１７の圧力側フランク２１によって上記押込み力が受けられ、プランジャ１
４は後退しない。
【００３８】
　プランジャ１４を押圧する押圧力がリターンスプリング２０およびプランジャスプリン
グ４０の押圧力とハウジング１１内の作動油の油圧力の合力より強くなると、スクリュロ
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ッド１６が回転し、プランジャ１４は圧力室２３の容積が小さくなる方向に移動する。
【００３９】
　このとき、圧力室２３内の作動油は、シリンダ室１３とプランジャ１４の摺動面間に形
成された微小なリーク隙間から外部にリークし、プランジャ１４は、リターンスプリング
２０およびプランジャスプリング４０と油圧力の合力と上記押込み力とが釣り合う位置ま
でゆっくりと後退する。
【００４０】
　また、チェーン５が振動すると、プランジャ１４は、雌ねじ１５と雄ねじ１７のねじ係
合部に形成されたねじ隙間の範囲で前進と後退とを繰り返し、圧力室２３に封入された作
動油による油圧ダンパ作用によって、振動が吸収される。
【００４１】
　ここで、圧力室２３に供給される作動油は、エンジンオイルであるため、作動油中にエ
アが混入するおそれがある。作動油に空気が混入すると、その空気は圧力室２３内の圧力
により圧力逃し通路３１に流入して外部に排出される。
【００４２】
　このため、圧力室２３内にエアが滞留することはなく、油圧ダンパ効果が低下するよう
なことはない。
【００４３】
　上記のようなチェーン５の張力調整時、圧力室２３は圧力逃し通路３１を介して外部と
連通しているため、圧力室２３内の作動油は外部に流出するが、その圧力逃し通路３１に
はオリフィス３８が設けられているため、圧力室２３内は略一定の圧力状態に保持される
ことになる。また、圧力室２３内の圧力が高くなると、オリフィス３８に対する作動油の
通過量は圧力の上昇にほぼ比例して多くなる。
【００４４】
　このため、プランジャ１４が急激に押込まれ、圧力室２３内の圧力が急激に上昇したと
しても、圧力室２３内の作動油は外部にスムーズに排出されることになる。特に、低温時
、作動油の粘性が高い場合においても、その作動油は外部にスムーズに排出される。この
ため、圧力室２３は常に略一定の圧力に保持されることになり、チェーン５が過張力にな
るというようなことはない。
【００４５】
　ここで、圧力室２３内の圧力はエンジンに応じて異なるため、エンジンのそれぞれに対
応して圧力室２３内の圧力を調整（ダンパ調整）する。その調整に際しては、プラグ３５
を取外し、スリーブ３６を外部に引き抜いて、プレート３７をオリフィス３８の孔径が異
なる他のプレート３７と交換する。
【００４６】
　図３（Ｉ）においては、プラグ３５によって抜止めされるスリーブ３６の開口端部内に
オリフィス３８を有するプレート３７を圧入したが、図３（II）に示すように、大径孔部
３２ａに上記プレート３７を圧入するようにしてもよい。また、プレート３７を省略し、
図３（III）に示すように、圧力逃し通路３１の一部にオリフィス３８を形成するように
してもよい。
【００４７】
　なお、図３（Ｉ）および（II）では、プレート３７に絞り部としてのオリフィス３８を
形成したが、上記プレート３７を焼結金属で形成して、その連続微細空孔を絞り部として
もよい。
【符号の説明】
【００４８】
１１　　ハウジング
１２　　フランジ
１３　　シリンダ室
１４　　プランジャ
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２０　　リターンスプリング
２３　　圧力室
２４　　給油通路
２５　　チェックバルブ
３１　　圧力逃し通路
３２　　段付き孔
３２ａ　大径孔部
３３　　横孔
３５　　プラグ
３６　　スリーブ
３７　　プレート
３８　　オリフィス
３９　　排油孔

【図１】 【図２】
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